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研究成果の概要：近年、学びはコミュニティに関与していく中で、他者との問題解決や理解を

通じて行われる、という見方のもと、状況的学習論、社会文化的アプローチ、分散認知、日常

認知等を理論的背景に、コンピュータを用いた協調学習支援環境 CSCL(Computer Supported 
Collaborative Learning)の研究が盛んに行われている。一方、技術的には、ワイヤレス通信や

PDA(Personal Digital Assistant)等のモバイル端末などを用いた日常的コンピュータ技術

(everyday computing technology)の普及により、いつでもどこでもコンピュータやネットワー

クが利用できる、ユビキタスコンピューティング環境が現実のものとなりつつある。そこで、

このような技術を用いて、日常的生活の中で、どのようにして学習者に適した形で学びを支援

していくか、ということが問題となる。 
 本研究の目的は、ワイヤレス・モバイル端末を用いたユビキタスコンピューティング環境に
おいて、学習者の知的好奇心を触発し、日常的な学びを支援する「ユビキタス協調学習環境」
をデザインし、実際にシステムを開発・評価することである。特に、 
(1) 学習者の興味や現在の状況、周囲の環境などから判断して、知的好奇心を触発する，知識

アウェアネス情報を提供し、学習を促進する方法。 
(2) 学習者中心の学習デザインに立ち、いつでもどこでも利用できるだけでなく、適切な場所

で適切な時に適切な教材や解決方法 RTRPL(Right Time and Right Place learning)を提
供する方法。 

これら２つの手法を新しく提案し評価を行う。 
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１．研究開始当初の背景 
  近年、学びはコミュニティに関与していく
中で、他者との問題解決や理解を通じて行わ
れる、という見方のもと、状況的学習論、社
会文化的アプローチ、分散認知、日常認知等
を理論的背景に、コンピュータを用いた協調
学習支援環境 CSCL(Computer Supported 
Collaborative Learning)の研究が盛んに行
われている。一方、技術的には、ワイヤレス
通信や PDA(Personal Digital Assistant)等
のモバイル端末などを用いた日常的コンピ
ュ ー タ 技 術 (everyday computing 
technology)の普及により、いつでもどこでも
コンピュータやネットワークが利用できる、
ユビキタスコンピューティング環境が現実
のものとなりつつある。そこで、このような
技術を用いて、日常的生活の中で、どのよう
にして学習者に適した形で学びを支援して
いくか、ということが問題となる。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、ワイヤレス・モバイル端末
を用いたユビキタスコンピューティング環
境において、学習者の知的好奇心を触発し、
日常的な学びを支援する「ユビキタス協調学
習環境」をデザインし、実際にシステムを開
発・評価することである。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、学習者が PDA を持ち歩き、日
常生活で分からないことなどを蓄積・共有し
ていく。特に、その場所や時間に適した情報
を学習者に知らせ、知識アウェアネスを提供
し、知的好奇心を触発し、学習機会の増加を
促す。例えば、日本語を学ぶ留学生に対して、
郵便局では切手を買う会話を提示したり、食
料品店では、手にした商品のバーコードを読
み取り、その日本語を提示したりする。もし、
日常生活において質問があれば、日本人の学
習者とやりとりしながら、新たに知識として
蓄積する。英語を学ぶ日本人学習者にも、同
様の支援を行い、日常生活で用いる日本語と
英語語の表現を蓄積・共有していく。 
本研究では、以下の研究課題に取り組んだ。 
(1) 知識アウェアネスの適応的な支援：学習

者モデルやプロファイルを参照し、学習
者の状況（場所や時間）に応じて、知識
に気づかせ好奇心を触発する、知識アウ
ェアネスの提供方法を提案する。 

(2) 日常的知識の蓄積の支援：場所や時間な
どの状況に依存した知識の記述・共有方
式を提案する。 

(3) 日常的インタラクションの支援：学習者
同士の日常的会話を、エージェント技術
を用いて支援する。 

(4) 学習コミュニティの形成・維持の支援：
学習者同士が、知識アウェアネスを通じ

て出会い、協調学習コミュニティを形
成・維持する過程の支援方法を提案する。 

(5) システムの実装方法の提案：CPU速度や
メモリ容量が少ないモバイル機器やワ
イヤレスネットワークの通信を用いて、
日常的にシステムを利用できる、頑健な
実装方法を提案する。 

(6) システムの評価方法の提案：本研究で開
発したシステムを用いて中長期的な評
価方法を提案する。 

以上の課題を解決することより、日常生活を
送る中で、知的好奇心を触発する情報を適切
に提供することにより、学習の機会を増幅さ
せることができるようになる。特に言語学習
では、その言葉にふれる時間をできるだけ多
くすることの重要性が指摘されており、日常
生活の中で言語を学ぶことの重要性が認識
されている。本研究により、日常的な営みの
中で外国語に接し、それを学ぶ機会が増え、
学習効果の向上が期待できる。 
 
４．研究成果 
(1)知識アウェアネスを適切に支援するシス
テ ム と し て ， PERKAM(Personalized 
Knowledge Awareness Map)システムを開発
した。図 1 のように学習者の周辺のモノと他
の学習者の興味や知識等の情報から，適切な
協力者を視覚的に表示し，協調学習のきっか
けを与える．例えば，PC のハードディスク
の交換している最中に問題が起こり，自分で
マニュアルや web page 等を調べても解決で
きない時，近くで誰か手伝ってくれる人を探
す場合に有効である．また，LORAMS と連
携して，ビデオ映像で解決できない場合，
PERKAMを用いて協調学習を行い，それをまた
ビデオ映像として蓄積していくことも可能
である． 

図１：PerKAMのインタフェース画面 
 
(2)日常的な知識の蓄積支援として，
LORAMS (Link Of RFID And Movies 
System)を開発した。これは，日常の体験を
録画した映像とその映像内で登場する実世
界オブジェクトとを， RFID タグを読み取
ることでリンクさせて記録し， 共有する。



 

 

学習者は共有した映像の中から，実世界のオ
ブジェクトなどを検索キーとして映像を検
索し，閲覧することによって，様々な体験を
映像コンテンツとして共有し，それを元に
様々な分野の学習できる．学習者は，学習者
周辺のオブジェクトのRFIDやテキストを検
索キーとし，そのオブジェクトを含む映像の
みを検索することができる．検索と閲覧時の
LORAMS のインタフェースを図 2 に示す．
図 2 左部のように，検索結果は閲覧者の評価
や映像と検索キーの一致度から，総合的にラ
ンク値を算出して，ランク付けされて表示さ
れる．また，検索結果の映像タイトルをクリ
ックすると，映像閲覧のインタフェースが現
れる．ここでは，映像の一部分抽出をするこ
とができる．また，映像を閲覧するだけでな
く，学習者は矢印や文字を用いて，コメント
や注釈を他のユーザと共同で映像に付加す
ることが出来る．これにより，共有された映
像を理解しやすいコンテンツに改良するこ
とができる．さらに，学習者自身が自分の体
験映像をアップロードすると，その映像と類
似した評価の高い映像を自動的に検索し，比
較しながら閲覧できる機能もある．この機能
で，学習者は評価の高い映像と自らの映像と
の違いを確認することができ，自らの作業の
改善点を学習することが可能となる． 

図２：LORAMSのインタフェース画面 
 
(3)以下の４つの国際会議で論文賞を受賞し
た。 
 ICALT 2006 Best Paper Award (2006) 
 MULE 2007 Best paper Award (2007) 
 CollabTech 2008 Best Paper Award (2008) 
 Best Paper Runner-Up Award at ICCE 

2008. 
 
(4) 以下の 3 つの国際会議で基調講演
(Keynote)を行った。 
 Keynote in IEEE WMUTE2008,Beijing, 

China, March 23-15, 2008. 
 Keynote in IEEE MUCTEL 2008, Taichung, 

Taiwan, June 11-13, 2008. 
 Keynote at International Conference on 

Mobile Learning. Barcelona, Spain, Feb. 
26-28, 2009. 
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